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令和 4年度 9月補正予算　主な事業

可決された意見書は下記

秋晴れの心地よい季節がやってまいりました。皆様いかがお過ごしでしょうか？
9月定例会では、市より提出された議案「高齢者・障がい者支援クーポン券支給事業」に関して、市提
案のクーポン支給ではなく現金での支給を議会として求め、附帯決議をつけて、可決を致しました。
地域経済活性化という点での市のクーポン配付の提案でしたが、議会との議論の上で、今定例会
においては、クーポンの利用がしにくい可能性の指摘などを市が受けとめる形となりました。今回の
ように市民のために議論が尽くされる場で議会があることが、議会

の存在意義であると感じます。市民の皆様には、引き続き佐賀市議会にご注目いただければ
と思います。さて、身近なところに目を向けますと、SAGAアリーナ側と佐賀市文化会
館側をつなぐ横断デッキのヴィクトリーウォーク（栄光橋）が、9月に登場しました。
SAGAアリーナもその姿がハッキリしたものとなり、完成も間近です。コロナ禍を乗り越
えた後、多くの方が訪れるそんなエリアに SAGAサンライズパーク周辺がなっていくことを
期待します。

各種システムやWEBサイトと連携した佐賀市総合ポータルアプリ基盤の構築及び一部機能の実装に要する経費

●佐賀市総合ポータルアプリ構築事業　7,183万円

燃油・原材料の価格高騰により収益が悪化している中小事業者等への支援金の交付に要する経費

●中小企業者等燃油・原材料高騰対策事業　3億6,045 万円

令和6年4月に開園予定の公立認定こども園へのアクセス道路（市道大井樋縁ヶ丘線）の事業
進捗を維持するための増工に要する経費

●公立認定こども園アクセス道路整備事業　1,980万円

●農業に係る燃油・肥料・飼料価格高騰等への対応を求める意見書 ●地方財政の充実・強化に関する意見書

ご挨拶

佐賀市 9月定例会
　9月定例会は、9月2日に開会し、決算9件、補正予算7件、条例5件 、一般7件、人事4件の計32議案を可決、認定、同意し、
9月29日に閉会しました。今回の一般会計補正予算の総額は、約 30 億 9,800 万円で補正後の予算総額は約 1,088 億 8,000 
万円となり、前年度同期に比べ 2.2%の増とな っています。なお、第 63 号議案については、附帯決議を付することとしました。

永渕 ふみたか

7月27日〜29日　建設環境委員会　行政視察に行ってまいりました！

・京都府亀岡市　かめおかプラスチックごみゼロ宣言プロジェクト
・石川県金沢市　大桑防災拠点広場整備事業
京都府亀岡市は、2030年までに使い捨てプラスチックごみゼロのまちを目指すと宣言されています。
目標達成を目指し、行政、地域、民間企業が一体となって多くの取り組みを進めていることが、視察を
通してわかりました。特に、民間企業との連携の多さに驚きましたが、それについて、担当者は、企業
からいただいた提案に真摯にスピード感を持って取り組むことこそが、多くの企業連携を呼び込む
好循環を生み出すことに繋がっているとお話しされました。当市も見習いたい部分です。石川県金沢
市では、大桑防災拠点広場整備事業についての視察をおこないました。大桑防災拠点広場は、通常の
広場使用時は、周辺住民が自由に利用をし、その他にも防災イベントや消防訓練の会場としても活発に
利用をしているとのことでした。当市としても、市民への通常利用時と防災利用時の考え方の切り替え
の周知が広場整備※後は、必要だと感じました。以上、建設環境委員会の行政視察報告と致します。

ヴィクトリーウォーク（栄光橋）図
佐賀県提供

※現在、嘉瀬地区に同目的の多目的広場整備が予定されている。
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表面もご覧ください。

永渕ふみたか プロフィール

〒849-0928 佐賀県佐賀市若楠 3丁目 3-23

インターネットで「永渕ふみたか」と検索 !!
活動の日々をブログにて発信しています。

BLOG

TEL.0952-38-2323
FAX.0952-33-5176

佐賀北高等学校卒（30期）
昭和51年８月19日生まれ（46歳）

令和3年10月佐賀市議選挙当選（3期目）

建設環境委員会（委員長）　所属
議会広報広聴委員会（委員長）　所属
佐賀中部広域連合議会（消防委員会）　所属
若楠校区子ども育成部会　部会長

佐賀市議会　自由民主党　所属

若楠校区子ども会会長
若楠校区地域子ども教室会長

http://nagafuchi-fumitaka.com/『永渕ふみたかホームページ』もご覧ください。 https://nagafuchi-fumitaka.com/
https://www.facebook.com/nagafuchifumitaka/

お気軽にご相談ください。

ここがポイント！ 　多布施川に植木橋といわれる鍋島地区と高木瀬地区の住民には、生活する上でかかせない橋が

あります。この地区を東西に行き来するための交通の要なわけですが、現在、この既存の旧植木橋から、新たに整備され

使用される予定の新植木橋への橋の入れ替え工事がおこなわれております。この橋が利用開始され、現在整備中の植木橋

木角線と東高木木角線の整備が終了すると、直線道路で鍋島と高木瀬が繋がることになり、周辺の道路利用環境は一気に

変わってしまうことが予想されます。そこで、このエリアの交通問題の認識について、市執行部に、今回、質問をしました。

現在の進捗状況ですが、工事は、来年度（令和5年度）から着手し、事業期間は令和7年度まで予定されているとのことで

した。気になったのは、工事後の車両交通量の推移です。市は答弁にて、東高木木角線の1日の車両交通量が、現在の

1,700台から将来7,000台になるとの予想を示しました。住民側からすると、相当交通量が増えるという印象だと思います。

特に、回転寿司のくら寿司前の国道に繋がる高木団地から若宮地区に繋がる市道が、東高木木角線整備後に車両の抜け道

になる可能性を指摘する声が現在も地域住民から多く聞かれます。市は、答弁にて、猛スピードの自動車が走り抜ける

不安や、子どもの交通事故が起こる危険性の不安に対して、交通状況を注視しながら必要なところには、安全対策を

行いたいと答弁されました。この問題、今後も地域の皆様としっかり考えていきたいと思います。

東高木木角線とその周辺エリアの安全対策とは！！一般質問

東高木木角線および周辺の現在の工事の進捗状況は？

令和3年度から用地買収に取り組み、今年8月で対象者の約半分と契約完了。
来年度から工事に着手し、事業期間は令和7年度までを予定。

東高木木角線および周辺道路の現況交通量と将来交通量の変化は？

現況交通量1,700台／日から完成後の本路線は7,000台／日に、植木橋蛍川橋間の
南北の交通量は4,600台／日になると推計。

交通量推移より、将来の交通量分析をどのように考えているのか ?

整備後は、交通量が増加することから両側に歩道を整備し、十分な交通安全対策を
図る。

周辺の抜け道安全対策の必要性を感じるが、市の考えを聞きたい。

交通状況を注視しながら必要なところに安全対策を行いたい。

現在の東高木木角線

質問する私
※QRコードより質問動画ご覧いただけます。


